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第３回 日中大学フェア＆フォーラム 

講演･パネルディスカッション･セミナーの開催プログラムが決定 
 

～日中国交正常化４０周年記念講演や公開討論、 

産学連携及び留学推進に向けたセミナー、学生座談会を多数実施～ 

 

「第３回日中大学フェア＆フォーラム」（主催：文部科学省・科学技術振興機構・   

日本学術振興会・日本学生支援機構・中国留学服務中心、開催日：９月２７日・２８日、

会場：東京国際フォーラム、URL：http://univff.net/、中文表記：第三届日中大学展

暨中日大学论坛）では、会期中に開催される「フォーラム」及び「フェア」の講演や   

パネルディスカッション、セミナーのプログラムが決定しました。 

 

「日中大学フェア＆フォーラム」は、日中の大学を中心に企業、研究機関などの関係者

が集い交流を深める最大規模のイベントです。９月２７日（木）の「フォーラム」では、

日中の産学官のリーダーたちが、「日中国交正常化４０周年記念講演」と題して、日中

協力のこれまでの歩みを振り返るとともに、今後の展望について講演します。 
 

また、パネルディスカッションでは、立命館大学総長、神戸大学学長に加え、海外留学

比率が中国首位で国際的に著名な中国科学技術大学の学長を迎え、日中大学間の教育協力

の拡充に向けた議論を展開します。同時に、環境・エネルギー分野に焦点を当て、「産学官

で考える世界のエネルギー問題」をテーマに、日中産学連携の効果と可能性について 

パネルディスカッションも実施します。同公開討論には、日本側のパネリストとして、

プリウスや燃料電池の開発を指揮したトヨタ自動車株式会社技監の渡邉浩之氏と、先進

エネルギーシステム研究の第一人者である東京工業大学教授の柏木孝夫氏、日本エネルギー

経済研究所理事の山下ゆかり氏が参加します。中国からは、多くの日本の大学・企業と

協力関係を築いている清華大学の日本研究センター長、中国のハイテク産業の国際化を

ミッションとする科学技術部タイマツセンター副センター長、中国のエネルギー政策を

担う中国海洋石油総公司エネルギー経済研究院シニア研究員が、パネリストとして来日

します。 
 

「フェア」では、９月２７日（木）・２８日（金）の２日間にわたり、日本と中国を代表

する１００校を超える大学が一堂に会し、日中大学間協力の先進事例や最新の研究成果

を展示、紹介します。さらに、９月２８日（金）には、日中を代表する専門家を招き、

両国間の産学連携及び留学推進に向けた、合計９つのセミナー、座談会、ワークショップ

を実施します。企業や大学、研究機関の関係者を対象とした、日中の産学連携や知的財産
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問題の現状と今後の国際展開に関する議論や、日本の大学担当者から注目を集める、 

中国の留学促進政策「５０００人計画（ハイレベル大学院生派遣プロジェクト）」に  

ついてのセミナーが実施されます。また、中国から来日した学生と日本の大学生による

「日中学生座談会」、並びに、日中それぞれの学生の留学をサポート、推進するための

セミナーも実施する予定です。 
 

グローバル化が急速に進む中で、競争力の向上を模索する日本の大学、産業界にとって、

成長を続ける中国の大学との連携が重要になってきています。「日中大学フェア＆  

フォーラム」は、様々な中国の大学と日本の大学、研究機関、企業、および日中の学生、

留学生等が交流を深める場を提供し、両国の連携拡大を推進していきます。 

 

なお、「第３回日中大学フェア＆フォーラム」の開催プログラムは、別紙の通りです。 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

 科学技術振興機構 日中大学フェア＆フォーラム 
 中国総合研究センター 広報事務局 
 秦／鈴木 亀有／田中／田所 
 TEL：03-5214-7556 TEL：03-3499-0018 
 FAX：03-5214-7385 FAX：03-3499-0017 
  E-mail：info@univff.net 
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第３回 日中大学フェア＆フォーラム 

開催概要 

 

日程： 平成 24年 9月 27日（木）及び 28日（金） 

※「第 11回産学官連携推進会議」及び「イノベーション・ジャパン 2012」と同時開催 

 

会場： 東京国際フォーラム（東京都千代田区丸の内 3-5-1） 

 ガラス棟 B1ロビーギャラリー/5F・6F会議室、ホール B5/D1/D5/D7 

 

開催テーマ：「中国の大学とともに切り拓くグローバルなイノベーションの時代」 

 

入場料： 無料 

 

主催： 文部科学省、独立行政法人科学技術振興機構、独立行政法人日本学術振興会、

独立行政法人日本学生支援機構、中国留学服務中心 

 

 

開催プログラム 

 

■開会セレモニー（9月 27日（木）9:00～9:30 ガラス棟 B1 ロビーギャラリー） 

 

＜フォーラム（9月 27日（木））＞ 

■「日中国交正常化 40周年記念講演」（27日 10:00～11:40 ホール B5） 

 

■パネルディスカッション（27日13:00～15:00 ホールD5/D7 2つのテーマで同時並行開催） 

｢日中大学間の教育協力の拡充に向けて｣ 

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀ： 東京工業大学名誉教授 木村孟 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ： 立命館大学学長 川口清史 

神戸大学学長 福田秀樹 

中国科学技術大学学長 候建国 

｢産学官で考える世界のエネルギー問題｣ 

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ： トヨタ自動車株式会社技監 渡邉浩之 

東京工業大学教授 柏木孝夫 

日本エネルギー経済研究所理事 山下ゆかり 

清華大学日本研究センター長 曲徳林 

科学技術部タイマツセンター副センター長 

修小平 

中国海洋石油総公司エネルギー経済研究院 

シニア研究員 管清友 

ﾓﾃﾞﾚｰﾀ： 科学技術振興機構中国総合研究センター 

副センター長 角南篤 

別紙 



＜フェア（9月 27日（木）、28日（金））＞ 

■展示（27日 10:00～17:30、28日 10:00～17:00 ガラス棟 B1ロビーギャラリー） 

出展大学：日本の大学 50校、中国の大学 66校（予定） 

 ※同時開催の「イノベーション・ジャパン 2012」にも140校以上の日本の大学が別途出展予定 

 

■討議・セミナー・座談会（28日 10:20～17:00 ガラス棟 5F・6F会議室、ホール B5/D1/D7） 
10：20～12：00 

｢中国での産学連携・企業における知的財産戦略｣

～日本企業が中国で研究開発や大学との連携

を進める際の知財問題～ 

・特定非営利活動法人・21世紀構想研究会理事長 馬場錬成 

・特許庁特許審査第一部審査長 谷山稔男 

・株式会社ワコム法務・知的財産部ｼﾞｪﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ 秋田信行 

・北京銘碩国際特許事務所長 韓明星 

10：20～12：00 

「中国の高校生の日本への進学事例」 

～少子化時代における日本の大学の受験生 

獲得戦略～ 

・早稲田大学国際部東アジア部門長 江正殷 

・立命館大学国際協力事業課長補佐 呉岩 

・上海長楽霍尓姆斯（ホルムス）職業学校長 孫源源 

13：00～14：40 

「国際産学連携の事例紹介」 

～中国における海外企業と大学の産学連携の

具体的な取り組み～ 

・伊藤忠商事株式会社理事 松見芳男 

・大阪大学招聘教授 中澤慶久 

・日立（中国）研究開発有限公司総経理 田辺史朗 

・上海交通大学科学技術発展研究院長 曹兆敏 

・BASF（中国）有限公司科学技術合作部総監 馬蓮 

13：00～14：40 

「中国の留学促進政策『５０００人計画』」 

～中国の大学院生国費留学生の派遣プロジェ

クトの紹介～ 

・中国留学基金管理委員会 

・西安交通大学国際合作交流処出入境管理弁公室 

短期プロジェクト官員 朱婧 

・広島大学学長補佐 佐藤利行 

14：50～16：30 

「日中の大学における産学連携と国際展開」 

～日中それぞれの産学連携の実情を紹介し、 

今後の産学連携の国際展開を議論～ 

・大阪大学理事・副学長 馬場彰夫 

・九州大学理事・副学長 安浦寛人 

・東北大学理事 数井寛 

・河海大学副学長 唐洪武 

13：30～15：30 

「日中学生座談会」 

～中国から数百人の学生が来日し、日本の大学

生と議論～ 

・日本の学生 

・中国の学生 

15：40～17：00 

「中国留学への道」 

～多様な奨学金制度を中心とした日中のサポート～ 

・日本学生支援機構 

・中国留学服務中心 

・華中科技大学国際教育学院留学生弁公室主任 任宇 

・南京師範大学外国語学院教授 林敏潔 

15：40～17：00 

「日本留学のお誘い」 

～中国人留学経験者の成功体験談と日本留学

に向けたアドバイス～ 

・日本学生支援機構 

・日本中華總商会代表理事、 

イーピーエス株式会社代表取締役会長兼社長 厳浩 
9:00～17:00 

「日本（JST）－中国（MOST）ジョイントワークショップ『気候変動』」 

～JST 戦略的国際科学技術協力推進事業による日中研究交流の成果報告会～ 

以上 


